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井戸

以
前
、
我
が
村
の
庄
屋
さ
ん
で
あ
っ

た
鬼
塚
さ
ん
の
紹
介
を
し
ま
し
た
が
、

上
天
草
市
史
で
樋
島
の
藤
田
家
文
書

が
活
字
化
さ
れ
、
私
が
勘
違
い
し
て
い

た
部
分
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
改
め
て

概
要
を
記
し
ま
す
。

◇

◇

◇

◎
戦
国
末
期
、
芦
北
か
ら
鬼
塚
國
経
と

い
う
人
物
が
樋
島
に
移
住
。

◎
嫡
男
鬼
塚
國
澄
は
樋
島
村
の
乙
名

と
な
る
。
樋
島
村
の
庄
屋
・
大
庄
屋
の

初
代
。
浄
土
真
宗
の
願
乗
寺(

の
ち
観

乗
寺
）
を
開
基
し
、
初
代
住
職
と
な
る
。

◎
元
和
年
間
、
嫡
男
の
國
秀
が
乙
名
職

を
引
き
継
ぐ
。
隠
居
後
、
願
乗
寺
二
世

と
な
る
。

◎
嫡
男
秀
次
が
役
を
引
き
継
ぐ
。
寛
永

二
十
年
、
代
官
鈴
木
重
成
の
職
名
改
め

に
よ
り
樋
島
村
庄
屋
と
な
る
。

◎
秀
次
は
寛
文
元
年
、
砥
岐
組
大
庄
屋

で
あ
っ
た
棚
底
村
の
林
田
八
郎
右
衛

門
の
跡
役
と
な
っ
た
。

◎
秀
次
は
在
任
中
病
の
た
め
弟
の
國

孝
に
大
庄
屋
職
を
継
が
せ
、
回
復
後
の

延
宝
四
年
に
は
林
田
杢
右
衛
門
に
替

棚
底
の
ち
ょ
っ
と
し
た
話

⑳

再
び
鬼
塚
家
に
つ
い
て

り
、
棚
底
村
の
庄
屋
と
な
り
、
棚
底
村
に

移
住
。
こ
の
樋
島
鬼
塚
家
三
代
目
の
善

左
衛
門
秀
次
を
も
っ
て
棚
底
村
鬼
塚
家

の
初
代
と
す
る
。
た
だ
、
庄
屋
職
は
二
年

程
で
、
七
男
の
権
七
郎
が
跡
を
継
い
だ
。

◎
以
後
、
願
乗
寺
か
ら
養
子
を
迎
え
る

も
病
気
が
ち
で
、
樋
島
の
鬼
塚
家
か
ら

十
治
兵
衛
を
養
子
と
し
た
。

◎
そ
の
三
男
善
左
衛
門
、
さ
ら
に
そ
の

三
男
栄
助
改
め
富
右
衛
門
が
跡
を
継
ぐ
。

諏
訪
神
社
の
宝
暦
七
年
の
古
い
鳥
居
に

は
こ
の
名
が
あ
っ
た
。

◎
栄
助
は
苗
字
を
奥
田
姓
に
替
え
、
三

男
の
柳
吉
が
跡
を
継
ぐ
。
歳
川
の
天
満

宮
の
祠
に
は
「
庄
屋

奥
田
柳
吉
」
と
あ

る
。
た
だ
、
奥
田
姓
を
名
乗
っ
た
の
は
、

こ
の
二
代
だ
け
で
後
は
鬼
塚
姓
に
戻
っ

て
い
る
。
幕
末
近
く
に
な
る
と
、
元(

本
）

左
衛
門
と
い
う
名
が
頻
繁
に
出
て
く
る
。

◎
江
戸
期
最
後
の
庄
屋
は
鬼
塚
寿
一
郎
。

◇

◇

◇

昔
の
人
は
名
前
を
コ
ロ
コ
ロ
変
え
た

り
、
世
襲
し
た
り
し
ま
す
の
で
、
分
か
り

に
く
い
で
す
よ
ね
。
参
考
に
し
た
藤
田

家
の
「
先
祖
代
々
覚
書
」
は
私
の
方
で
よ

く
整
理
で
き
な
い
箇
所
も
あ
り
、
間
違

い
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

樋
島
の
鬼
塚
家
は
六
代
目
で
姓
を
藤

田
に
変
え
て
い
ま
す
が
、
棚
底
の
鬼
塚

家
は
元
の
姓
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い

で
お
ら
れ
ま
す
。
以
前
に
直
系
で
あ

る
鬼
塚
新
一
さ
ん
と
い
う
方
に
お
会

い
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

方
の
ご
子
孫
を
ご
存
知
の
方
は
ご
一

報
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。

棚
底
三
区

歳
川

喜
三
生

棚
底
城
跡
草
刈

作
業
等
に
部
会

員
ら
５
０
数
名

が
汗
流
す
！

日時：令和４年９月１１日
場所：棚底ｺﾐｾﾝ集会室
内容：式典・演芸
対象者：７５歳以上
※７５歳以下の敬老者は、定員
の都合で案内状を出しません
でしたが、別に記念品だけお届
けしますので、ご了承ください。

７
月
１
７
日(

日
）
午
前
７
時
か
ら

棚
底
城
跡
等
草
刈
作
業
を
実
施
し
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
５
名
を
含
む
部

会
員
ら
５
０
数
名
が
参
加
し
た
。

当
日
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
三
連
休
の
中

日
で
参
加
状
況
が
気
に
な
る
う
え
、
作

業
前
に
は
、
小
雨
ま
で
パ
ラ
つ
い
た
の

で
、
一
瞬
不
安
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
が
、

ど
ち
ら
も
杞
憂
と
な
り
安
堵
し
た
。

稲
津
会
長
の
挨
拶
、
事
務
局
か
ら
の

作
業
分
担
の
説
明
後
、
早
速
、
各
箇
所

に
分
か
れ
て
作
業
を
開
始
し
た
。
棚
底

城
跡
、
振
興
会
花
壇
、
棚
底
川
国
道
沿

い
、
そ
れ
に
、
め
い
ど
サ
ロ
ン
、
吉
田

氏
の
借
用
地
。

中
で
も
、
棚
底
城
跡
は
、
２
０
数
名

を
投
入
、
Ⅰ
郭
周
辺
か
ら
Ⅷ
郭
へ
の
登

り
口
な
ど
広
範
囲
に
亘
る
敷
地
を
一

気
に
仕
上
げ
た
。
ま
た
、
振
興
会
花
壇

は
、
女
性
部
会
員
ら
が
、
伸
び
放
題
の

草
を
取
り
除
き
見
違
え
る
よ
う
に
き

れ
い
に
な
っ
た
。

早
朝
よ
り
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し

た
皆
様
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

稲津会長のあいさつ=振興会広場
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６月末 ５月末

610（-6)

高齢化率
５０.８５％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

６月末

924（-3）

５月末

477 1,046（+4）

927

482（+5） 1,042

今月の石垣散策トイレ掃除当番
自治環境部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

８月１１日（木）山の日

８月１４日（日）盆踊り中止

８月２１日（日）公民館「人の在り方講座」

９月１１日（日）棚底地区敬老会

（コロナ禍のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

倉
岳
町
内
一
斉
の
避
難
訓
練
を
７

月
３
日(

日
）
実
施
し
た
。

当
日
は
、
「
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
」

を
想
定
し
、
午
前
９
時
の
サ
イ
レ
ン
吹

鳴
を
合
図
に
、
各
地
区
で
指
定
し
た
避

難
所
に
避
難
し
た
。

今
回
も
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
な
い

中
で
の
訓
練
だ
っ
た
の
で
、
避
難
場
所

で
の
検
温
、
消
毒
、
三
密
の
回
避
な
ど

を
厳
守
し
、
避
難
経
路
の
確
認
や
要
援

護
者
、
参
加
者
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
感
染

症
対
策
に
配
慮
し
た
訓
練
と
な
っ
た
。

避
難
訓
練
に
棚
底
地

区
３
４
４
人
参
加
！

棚底城跡の整備は有識者で構成する史跡棚底城跡整備

検討委員会の指導を受けながら実施しています。今年度

最初の委員会は８月２４日（水）に棚底地区で開催します。

Ⅱ郭の工事状況の確認や、Ⅰ郭切岸保全のための設計な

どを検討する予定です。

今年度、Ⅱ郭においては、１１月頃までに全体的に保護

盛土を行い、３月までに東屋を建設します。また、Ⅰ郭の切

岸が約５００年の間に削れてしまったため、それを復元して

戦国時代の景観に戻すための設計を行うこととしています。

工事期間中は、史跡見学の際にご迷惑をおかけしますが、

ご理解をよろしくい願いします。

（天草市文化課 宮崎）

～棚底城跡整備工事が始まります～

今年度工事予定のⅡ郭

市民の防災に対する共助意識の向上及び避難所運

営の効率化を図るため、令和４年度においてモデル的

に実施する地域住民組織との協働による避難所の運

営を、棚底地区振興会と天草市が協定書を交わし、６

月１０日付けで運用を始めた。

熊本を含む九州北部地方の梅雨明けが先月２８日

早々に発表され、観測史上最短を記録した。７月１５日

から１９日にかけては戻り梅雨の影響か「線状降水帯」

こそ確認されなかったが、県南部や山鹿市などで激し

い雨を観測、天草市でも大雨による高齢者等避難に伴

う避難所が開設され早速、振興会が業務に携わった。
これからも避難所が開設の都度、振興会から担当者

を配置し、運営に当たりますので、ご理解ください。

担当者として従事中の浦本さん＝老人福祉センター避難する地域住民ら＝曙公民館


